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よって有意に異なる (p ＜ 0.01) ことが示された。また、これらの2変数について閾値を設定
した結果、個々の食品内のみでなく全3種の食品を合わせたデータからも総合的に通常回数咀嚼










































(specificity) 0.90，感度 (sensitivity) 0.86と高い精度で判別できることが示された。 
３）ピーナッツを用いた篩分法による重量計測と本画像解析法による粒度計測の結果から，両者
の間に高い相関が認められた（r=0.833，p<0.05）。 
４）咬合力を制限した条件における咀嚼食塊については，得られた切片値と回帰直線の傾
きを上記の閾値と対比することによって，咀嚼力が低下していると判定できることが示
された。 
上記の結果は，高齢者の食形態決定を行う際に有効な咀嚼能力評価法の確立につながる知見と考
えられる。また，この方法では日常的に口にする天然食品を被験食として用いており，口腔内の
状態と日常の食生活を反映した咀嚼能力評価法であると考えられる。 
よって，審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
 
 
 
 
 
 
 
